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・
要
望
は
、
各
部
署
や
担
当

部
会
、
理
事
会
で
検
討
し
た

後
、
各
支
所
・
支
店
に
設
置

す
る
冊
子
と
し
て
ま
と
め
る

他
、
５
月

、

の
両
日
の

組
合
員
訪
問
日
で
配
布
す
る

「
座
談
会
報
告
号
」
に
一
部

を
掲
載
す
る
。

て
く
れ
る
の
か
」
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
声
が
上
が
っ
た
。

Ｊ
Ａ
に
寄
せ
ら
れ
た
意
見

会
場
で
春
の
座
談
会
を
開
い

た
。
組
合
員
の
声
を
今
後
の

Ｊ
Ａ
運
営
に
反
映
さ
せ
る
こ

と
が
目
的
で
、
４
年
ぶ
り
に

開
催
。
会
場
に
足
を
運
ん
だ

組
合
員
９
４
０
人
か
ら
、
６

２
９
件
の
意
見
や
要
望
が
寄

せ
ら
れ
た
。

会
場
で
は
、
２
０
２
２
年

度
事
業
報
告
の
他
、
支
所
・

支
店
の
金
融
事
業
の
再
編

や
、
資
産
相
談
セ
ン
タ
ー
の

設
置
な
ど
が
話
題
の
中
心
と

な
っ
た
。

組
合
員
か
ら
は
「
店
舗
再

編
後
の
組
合
員
対
応
は
ど
う

な
る
の
か
」
「
資
産
相
談
セ

ン
タ
ー
は
相
続
相
談
も
受
け

Ｊ
Ａ
は
だ
の
は
７
～

日

の
う
ち
の

日
間
、
市
内


報
誌
な
ど
で
も
取
り
上
げ
ら

れ
、
市
内
外
か
ら
訪
れ
る
多

く
の
人
か
ら
人
気
を
集
め

た
。花

畑
は
、
市
内
を
一
望
で

き
、
富
士
山
も
見
え
る
弘
法

山
展
望
所
付
近
に
あ
る
。
昨

年

月
に
部
員
が
協
力
し
て

種
を
ま
き
、
降
霜
対
策
の
被

覆
材
や
、
動
物
侵
入
防
止
の

電
気
柵
を
設

置
。
丁
寧
に

管

理

を

続

け
、
３
月
下

旬
か
ら
開
花

が

始

ま

っ

た
。
ハ
イ
キ

ン
グ
や
散
策

で
訪
れ
た
人

か
ら
は
「
富

士
山
と
ネ
モ

フ
ィ
ラ
を
一

緒
に
写
真
に

撮
れ
て
う
れ

し
い｣｢

昨
年

も
来
た
の
で

今
年
も
楽
し

み
に
し
て
い

た
」
と
好
評

を
得
た
。

一
面
群
青
に

ネ
モ
フ
ィ
ラ

人
気
が
定
着

青
年
部
が
弘
法
山
の
畑
で

育
て
て
き
た
ネ
モ
フ
ィ
ラ

が
、
４
月
上
、
中
旬
に
見
頃

を
迎
え
た
。
今
年
で
２
年
目

に
な
る
取
り
組
み
。
地
域
情

ー
ム
に
ア
ク
セ
ス
し
、
必
要

事
項
を
入
力
し
て
く
だ
さ

い
。
こ
れ
か
ら
の
時
期
は
、

サ
ツ
マ
イ
モ
農
園
オ
ー
ナ

ー
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
収
穫
体
験

な
ど
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

の
農
業
満
喫
Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ
」
の

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

情
報
を
メ
ー
ル
で
お
届
け
し

ま
す
。
２
次
元
コ

ー
ド
を
読
み
取
っ

て
申
し
込
み
フ
ォ

は
だ
の
農
業
満
喫

Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ
に
登
録
を

は
だ
の
都
市
農
業
支
援
セ

ン
タ
ー
は
、
農
産
物
の
収
穫

な
ど
が
体
験
で
き
る
「
は
だ

中
の
傷
害
事
故
が
毎
年
起
き
て

い
ま
す
。
昨
年
度
は
市
内
で
、

高
所
作
業
中
の
転
落
や
農
業
機

械
使
用
時
の
負
傷
な
ど
、

件

の
労
災
申
請
事
故
が
発
生
し
ま

し
た
。

農
業
機
械
を
使
用
す
る
前
に

は
、
必
ず
整
備
や
仕
業
点
検
を

実
施
し
、
小
ま
め
に
休
息
を
取

る
な
ど
、
事
故
防
止
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

Ｊ
Ａ
は
だ
の
は
５
月
１
日

（
月
）
か
ら
６
月

日
（
金
）

ま
で
、
春
の
農
作
業
安
全
確
認

運
動
を
実
施
し
ま
す
。

市
内
で
は
、
農
業
従
事
者
の

高
齢
化
な
ど
に
よ
り
、
農
作
業

Ｊ
Ａ
は
だ
の
は
、
支
所
運
営
委
員
会
を
設
置

し
、
地
域
に
根
差
し
た
協
同
活
動
を
進
め
て
い

る
。
支
所
ご
と
に
、
特
色
あ
る
活
動
を
企
画
す

る
。

今月の特集
４～５面

多
彩
な
活
動
支
所
運
営
委
員
会

施
設
ト
マ
ト
の
甘
さ
味
わ
っ
て

じ
ば
さ
ん
ず
で
、
施
設
栽
培
の
ト

マ
ト
が
来
店
者
か
ら
人
気
を
集
め
て

い
る
。
出
荷
者
の
一
人
、
上
大
槻
の

田
中
和
幸
さ
ん
は
、

㌃
の
温
室
で

「
フ
ル
テ
ィ
カ
」
や
「
湘
南
ポ
モ
ロ

ン
」
な
ど
３
品
種
を
生
産
す
る
。
燃

油
の
高
騰
が
長
期
化
し
て
い
る
が
、

品
質
を
落
と
さ
な
い
た
め
従
来
通
り

の
加
温
を
続
け
、
妥
協
せ
ず
栽
培
。

甘
く
食
味
の
良
い
ト
マ
ト
に
仕
上
げ

て
い
る
。
出
荷
は
６
月
下
旬
ま
で
続

く
見
込
み
だ
。

田
中
さ
ん
は
「
消
費
者
か
ら
お
い

し
い
と
言
っ
て
も
ら
え
る
こ
と
が
や

り
が
い
。
ぜ
ひ
秦
野
の
ト
マ
ト
を
手

に
取
っ
て
も
ら
え
れ
ば｣

と
話
し
た


トマトの品質を確認する田中さん

農
作
業
事
故

な
く
そ
う

５月と６月は
機械の整備や点検忘れずに機械の整備や点検忘れずに

春の安全運動

多
く
の
人
が
訪
れ
た
花
畑

ＪＡへの意見が上がった座談会（南矢名下部会館･大根地区)

市内会場で春の座談会市内会場で春の座談会

店舗再編に関心集まる
膝を交えて直接意見や要望

Ｊ Ａ は だ の 第号（） 年(令和５年)月日(水曜日) (://-/)
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優
良
賞
＝
髙
橋
庸
郎(

尾
尻)

今
井
忠
春
（
南
矢
名
）
▽
佳

良
賞
＝
村
上
茂
（
堀
山
下
）

◇

第

回
神
奈
川
県
施
設
野

菜
共
進
会
（
立
毛
の
部
）
が

２
月

日
～
４
月
５
日
の
う

ち
の
５
日
間
、
県
内
圃
場
を

巡
回
し
て
開
か
れ
た
。
審
査

の
結
果
は
次
の
通
り
。

◎
ト
マ
ト
の
部
▽
入
選
＝

髙
橋
庸
郎
（
尾
尻
）

◇

第

回
神
奈
川
県
施
設
野

菜
共
進
会
（
野
菜
の
部
）
が

７
日
、
県
農
業
技
術
セ
ン
タ

ー
で
開
か
れ
た
。
審
査
の
結

果
は
次
の
通
り
。

◎
ト
マ
ト
の
部
▽
入
選
＝

田
中
和
幸
（
上
大
槻
）
今
井

新
一
（
室
町
）

ー
ツ
園
管
理
共
進
会
と
、
同


日
に
開
い
た
神
奈
川
県
柑

橘
（
か
ん
き
つ
）
優
良
園
管

理
共
進
会
の
表
彰
を
行
っ

た
。
内
容
は
次
の
通
り
。

◎
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
園
管

理
共
進
会
▽
特
選
・
神
奈
川

県
議
会
議
長
賞
＝
尾
澤
健
一

（
南
矢
名
）

◎
柑
橘
優
良
園
管
理
共
進

会
▽
特
選
・
一
般
社
団
法
人

神
奈
川
県
園
芸
協
会
会
長
賞

＝
尾
澤
健
一
（
南
矢
名
）

◇

や
さ
い
部
会
施
設
部
は
３

月

日
、
市
内
圃
場
（
ほ
じ

ょ
う
）
を
巡
回
し
て
立
毛
共

進
会
を
開
い
た
。
審
査
の
結

果
は
次
の
通
り
。

◎
ト
マ
ト
の
部
▽
優
秀
賞

＝
田
中
和
幸
（
上
大
槻
）
▽

Ｊ
Ａ
全
農
か
な
が
わ
は
、

２
０
２
２
年

月

日
に
開

い
た
神
奈
川
県
キ
ウ
イ
フ
ル

算
出
し
た
。
結
果
を
基
に
、

人
工
授
粉
の
際
に
混
ぜ
合
わ

せ
て
使
用
す
る
増
量
剤
の
石

松
子
（
せ
き
し
ょ
う
し
）
の

希
釈
倍
率
の
目
安
を
指
導
し

た
。

を
調
査
し
た
。

調
査
は
、
キ
ウ
イ
の
安
定

生
産
を
目
的
に
、
２
０
１
２

年
か
ら
毎
年
実
施
。
５
月
の

授
粉
作
業
に
向
け
た
重
要
な

調
査
の
一
つ
に
な
っ
て
い

る
。部

員
の
花
粉
を
、

度
に

設
定
し
た
恒
温
器
に
入
れ
て

培
養
。
顕
微
鏡
で
花
粉
管
の

伸
長
を
調
査
し
、
発
芽
率
を

Ｊ
Ａ
は
だ
の
は
３
、
４
の

両
日
、
本
所
で
キ
ウ
イ
フ
ル

ー
ツ
の
花
粉
発
芽
調
査
を
行

っ
た
。
雄
花
か
ら
採
取
し
た

花
粉
が
、
人
工
授
粉
に
用
い

る
こ
と
が
可
能
か
ど
う
か
を

確
認
す
る
も
の
。
営
農
販
売

課
の
松
下
一
興
園
芸
技
術
顧

問
ら
２
人
が
、
果
樹
部
会
キ

ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
部
の
部
員


人
が
持
ち
寄
っ
た
花
粉

点

る
つ
ぼ
み
な
ど
、
摘
蕾
す
る

箇
所
を
伝
え
た
。
さ
ら
に
、

満
開
後
に
は
予
備
摘
果
を
行

う
と
、
果
実
の
肥
大
を
促
進

で
き
る
こ
と
を
解
説
し
た
。

そ
の
後
、
菌
に
よ
っ
て
伝
染

す
る
黒
星
病
の
対
策
方
法
な

ど
も
伝
え
た
。

谷
井
保
夫
部
長
は
「
梨
の

花
が
咲
く
と
、
今
年
も
良
い

物
を
作
り
た
い
と
い
う
気
持

ち
に
な
る
。
消
費
者
に
お
い

し
い
梨
を
提
供
す
る
た
め
に

こ
れ
か
ら
一
層
手
を
か
け
て

栽
培
に
励
ん
で
い
く
」
と
意

気
込
む
。

果
樹
部
会
梨
部
は
３
月


日
、
鶴
巻
に
あ
る
部
員
の
園

で
摘
蕾
（
て
き
ら
い
）
講
習

会
を
開
い
た
部
員
６
人
が


良
質
な
果
実
を
生
産
す
る
た

め
に
重
要
な
作
業
と
な
る
摘

蕾
や
予
備
摘
果
の
他
、
病
害

虫
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
を
学
ん

だ
。講

師
は
、
県
農
業
技
術
セ

ン
タ
ー
職
員
が
務
め
た
。
開

花
前
に
不
要
な
つ
ぼ
み
を
取

り
除
き
、
木
が
蓄
え
て
い
る

養
分
の
消
耗
を
減
ら
す
作
業

が
重
要
と
な
る
こ
と
を
説

明
。
主
枝
に
直
接
付
い
て
い

悪
く
な
る
の
で
、
か
ん
水
は

控
え
め
に
し
ま
し
ょ
う
。

育
苗
後
半
の
温
度
は
昼
間

で

度
前
後
、
夜
間
で

度

前
後
を
目
標
に
管
理
し
ま

す
。
低
温
に
な
る
と
き
に
は

被
覆
資
材
で
保
温
を
行
い
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、

度
以
上

の
高
温
は
「
苗
が
焼
け
る
」

状
態
に
な
る
他
、
苗
立
枯
病

を
助
長
す
る
の
で
、
換
気
な

ど
を
行
い
、
高
温
に
な
ら
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
田

植
え
の
１
週
間
前
ご
ろ
か
ら

被
覆
資
材
を
外
し
、
徐
々
に

外
気
温
に
慣
ら
し
ま
す
。

▼
育
苗
箱
施
薬

縞
葉
枯
病
ウ
イ
ル
ス
を
媒

介
す
る
ヒ
メ
ト
ビ
ウ
ン
カ

や
、
倒
伏
の
原
因
に
も
な
る

紋
枯
病
の
発
生
を
予
防
す
る

た
め
、
育
苗
箱
施
薬
を
し
て

か
ら
移
植
し
ま
し
ょ
う
。

（
木
村
）

い
、
水
分
不
足
に
な
ら
な
い

よ
う
に
し
ま
す
。

▼
出
芽

積
み
重
ね
方
式
の
場
合

は
、
育
苗
箱
６
～

枚
程
度

と
し
、
多
く
重
ね
過
ぎ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
育
苗

箱
内
の
温
度
は

度
以
上
に

な
ら
な
い
よ
う
に
、
温
度
の

上
が
り
過
ぎ
に
注
意
し
ま
し

ょ
う
。

▼
育
苗

１
㌢
程
度
出
芽
し
た
ら
直

ち
に
育
苗
箱
を
広
げ
、
昼
間


～

度
、
夜
間

～

度

で
管
理
し
ま
す
。
初
期
に
低

温
に
な
る
と
苗
が
伸
び
な
く

な
る
の
で
、
寒
冷
紗(

し
ゃ)

や
ビ
ニ
ー
ル
ト
ン
ネ
ル
で
保

温
し
な
が
ら
管
理
し
ま
す
。

育
苗
前
半
は
、
急
激
に
温
度

を
低
下
さ
せ
な
い
よ
う
午
前

中
に
か
ん
水
し
ま
す
。
水
を

か
け
過
ぎ
る
と
根
の
張
り
が

子
消
毒
を
必
ず
行
い
ま
す
。

消
毒
後
、
ハ
ト
胸
状
態
（
芽

が
１
㍉
程
度
出
た
状
態
）
に

催
芽
さ
せ
る
た
め
に
、
水
温

の
積
算
温
度
１
０
０
度
（


度
の
場
合
は
７
日
間
、

度

の
場
合
は
５
日
間
）
を
目
安

に
種
子
を
水
に
浸
し
ま
す


育
苗
土
は
、
苗
立
枯
病
な

ど
を
防
ぐ
た
め
、
必
ず
農
薬

で
消
毒
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

市
販
の
育
苗
培
土
を
使
用
す

る
場
合
で
も
、
消
毒
は
必
要

で
す
。

▼
播
種


㌃
当
た
り
の
播
種
（
は

し
ゅ)

量
は
乾
も
み
で
３
㌔


育
苗
箱
１
箱
当
た
り
で
約
１

５
０
㌘
（
催
芽
も
み
で
約
１

９
０
㌘
）
が
目
安
で
す
。
厚

ま
き
す
る
と
、
苗
が
蒸
れ
た

り
徒
長
し
た
り
す
る
の
で
注

意
し
ま
し
ょ
う
か
ん
水
は


播
種
前
の
床
土
に
適
切
に
行

水
稲
育
苗
に
つ
い
て

▼
種
子
お
よ
び
育
苗
土
の

準
備充

実
の
良
い
種
子
を
選
別

す
る
た
め
に
、
塩
水
選
を
行

う
と
と
も
に
、
種
子
伝
染
性

病
害
や
イ
ネ
シ
ン
ガ
レ
セ
ン

チ
ュ
ウ
の
予
防
の
た
め
、
種

結
果
は｢

受
賞
お
め
で
と
う｣

に
掲
載
。

他
、
施
設
内
の
温
度
管
理
方

法
や
、
栽
培
す
る
品
種
な
ど

に
つ
い
て
情
報
を
交
換
し

た
。澤

村
一
雄
部
長
は
「
仲
間

の
管
理
方
法
を
直
接
見
る
こ

と
が
で
き
て
参
考
に
な
っ

た
。
燃
油
が
高
騰
し
て
厳
し

い
状
況
だ
が
、
部
員
同
士
で

連
携
を
強
め
て
品
質
の
良
い

野
菜
を
生
産
し
て
い
き
た

い
」
と
話
し
た
。
共
進
会
の

理
、
収
量
な
ど
５
項
目
を
細

か
く
チ
ェ
ッ
ク
し
た
。
そ
の

部
員
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

温
室
で
生
育
状
況
や
肥
培
管

や
さ
い
部
会
施
設
部
は
３
月

日
、
部
員
の
温
室
４
カ
所
を
巡
回
し
、
立
毛
共
進
会

と
併
せ
て
現
地
検
討
会
を
開
い
た
。
部
員
の
他
、
県
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー
と
Ｊ
Ａ
の
職

員
合
わ
せ
て
８
人
が
施
設
栽
培
の
ト
マ
ト
と
キ
ュ
ウ
リ
の
生
育
を
チ
ェ
ッ
ク
し
た
他


品
質
向
上
に
向
け
て
意
見
を
交
わ
し
た
。

ＪＡグリーンはだのは５月日(土)

～日（日）、ボードン袋・テープ類

の割引キャンペーンを実施します。期

間中は特別価格で販売しますので、お

得なこの機会にぜひご利用ください。

お問い合わせはＪＡグリーンはだの

まで。☎－7719

トマトの生育状況を確認する部員

や
さ
い
部
会
施
設
部

温室巡り情報交わす

トマトとキュウリを確認トマトとキュウリを確認
生育や肥培管理など細かく

大きい梨に育てよう 適
切
な
摘
蕾
へ
講
習
会

果
樹

部
会

セ
ン
タ
ー
職
員
㊨
の
指
導
で
摘
蕾
の
箇
所
を
確
認

Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
は
農
家
を
応
援
し
ま
す

Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
は
農
家
を
応
援
し
ま
す

ボードン袋･
テープ類割引
５月日(土)～日(日)

キ
ウ
イ
安
定
生
産
へ

花
粉
の
発
芽
率
調
査

５
月
の
授
粉
作
業
に
準
備
万
全

特
別
価
格
で
販
売
す
る
資
材

花
粉
管
の
伸
長
を
調
査
す
る
松
下
顧
問
㊧

Ｊ Ａ は だ の第号 営　農 年(令和５年)月日(水曜日) （）
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仁
仂
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仁
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仁
仂
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仁
仂
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仁

（
東
支
部
）
▽
２
位
＝
守
屋

悦
子
さ
ん
（
上
支
部
）
▽
３

位
＝
北
村
順
子
さ
ん
（
西
支

部)

て
良
か
っ
た
」
と
感
想
を
話

し
た
。

大
会
の
結
果
は
次
の
通

り
。▽

優
勝
＝
向
原
洋
子
さ
ん

た
。初

め
て
参
加
し
た
部
員
は

「
思
っ
て
い
た
よ
り
も
ル
ー

ル
が
分
か
り
や
す
く
、
皆
さ

ん
と
楽
し
く
プ
レ
ー
が
で
き

を
図
る
こ
と
が
目
的
。

人

が
参
加
し
た
。

大
会
は
、

㍍
か
ら

㍍

ま
で
の
４
種
類
に
設
定
し
た


ホ
ー
ル
を
回
り
、
総
打
数

の
少
な
さ
を
競
う
。
プ
レ
ー

の
経
験
が
な
く
て
も
気
軽
に

で
き
る
た
め
、
部
員
か
ら
人

気
の
行
事
だ
。
参
加
者
の
輪

が
広
が
り
、
今
年
は

人
が

初
め
て
参
加
し
た
。

部
員
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
の
ル
ー
ル
や
用
具
の
使

い
方
を
確
認
し
た
後
「
ぴ
ー

な
マ
ン
体
操
」
で
準
備
運
動

し
た
。
４
～
５
人
で
グ
ル
ー

プ
を
組
み
、
互
い
に
声
を
か

け
合
い
な
が
ら
プ
レ
ー
。
ホ

ー
ル
イ
ン
ワ
ン
が
出
る
と
、

大
き
な
歓
声
が
沸
き
起
こ
っ

女
性
部
は

日
、
な
で
し

こ
運
動
広
場
で
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
大
会
を
開
い
た
｢

Ｊ

Ａ
健
康
寿
命
１
０
０
歳
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
環
で
、
健

康
維
持
と
部
員
相
互
の
親
睦

オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

の
グ
ッ
ズ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

積
極
的
に
活
動
に
参
加
し

て
、
皆
さ
ん
で
部
を
盛
り
上

げ
ま
し
ょ
う
。
グ
ッ
ズ
の
詳

細
は
、
先
月
の
機
関
紙
「
Ｊ

Ａ
は
だ
の
」
３
月
号
３
面
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
生
活
福

祉
課
ま
で
。
☎

－
７
６
６

１

参
加
し
て
Ｇ
Ｅ
Ｔ


年
度
ポ
イ
ン
ト

カ

ー

ド

制

度

女
性
部
は
、
今
年
度
も
ポ

イ
ン
ト
カ
ー
ド
制
度
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
参
加
し
た
活

動
に
応
じ
て
１
～
３
個
の
ス

タ
ン
プ
を
押
し
ま
す
。
２
０

２
３
年
３
月
か
ら

年
２
月

末
ま
で
で
、
た
ま
っ
た
ポ
イ

ン
ト
数
に
合
わ
せ
て
、
Ｊ
Ａ

田
辺
さ
ん
は
「
家
の
光
と

共
に
私
の
女
性
部
活
動
」
と

題
し
、
家
の
光
に
掲
載
さ
れ

て
い
る
手
芸
品
作
り
や
全
国

の
女
性
部
の
活
動
を
参
考

に
、
支
部
活
動
や
目
的
別
趣

味
グ
ル
ー
プ
、
持
続
可
能
な

開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
に

取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
を
発

表
し
た
。

桐
山
さ
ん
は
「
私
の
Ｊ
Ａ

女
性
組
織
ヒ
ス
ト
リ
ー
」
と

題
し
、
女
性
部
へ
の
加
入
か

ら
女
性
理
事
に
就
任
す
る
ま

で
の
活
動
記
録
や
、
地
域
の

人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
大
切
に
し
な
が
ら
取
り

組
ん
で
い
る
「
仲
間
づ
く
り

運
動｣

に
つ
い
て
発
表
し
た


を
テ
ー
マ
に
、
日
頃
の
体
験

や
取
り
組
み
を
生
き
生
き
と

発
表
厳
正
な
審
査
の
結
果



月
に
横
浜
市
で
開
か
れ
る

「
生
活
文
化
活
動
体
験
発
表

会
」
（
県
家
の
光
大
会
）
の

出
場
者
に
、
東
支
部
の
田
辺

節
子
さ
ん
（
家
の
光
記
事
活

用
の
部
）
、
北
支
部
の
桐
山

容
子
さ
ん
（
女
性
部
活
動
体

験
発
表
の
部)
が
選
ば
れ
た


開
き
、
４
支
部
の
代
表
４
人

が
登
壇
し
た
。
自
身
の
経
験

「
Ｊ
Ａ
は
だ
の
家
の
光
大

会
」
を
３
月

日
に
本
所
で も

ら
う
た
め
、
イ
ラ
ス
ト
や
写

真
を
多
く
使
っ
て
見
や
す
い
レ

イ
ア
ウ
ト
に
す
る
な
ど
、

発

行
ご
と
に
工
夫
を
重
ね
て
き

た
。同

誌
は
Ａ
４
判
で
全

㌻


企
画
や
編
集
、
印
刷
、
製
本
ま

で
、
編
集
委
員
が
協
力
し
て
制

作
。
部
全
体
の
行
事
の
他
、
支

部
活
動
や
家
の
光
大
会
な
ど
、

幅
広
く
紹
介
し
て
い
る
。
今
号

の
表
紙
に
は
、
３
年
ぶ
り
に
実

施
し
た
企
画
旅
行
の
集
合
写
真

を
掲
載
し
た
。

完
成
し
た
「
ひ
ろ
ば
」
は
、

Ｊ
Ａ
の
各
支
所
・
支
店
の
窓
口

に
置
く
他
、
市
内
の
公
民
館
な

ど
に
も
配
布
し
た
。

節
田
真
弓
部
長
は
「
コ
ロ
ナ

禍
で
試
行
錯
誤
の
２
年
間
だ
っ

た
が
、
無
事
に
発
行
で
き
た
こ

と
を
う
れ
し
く
思
う
。
今
後
も

楽
し
く
魅
力
あ
る
女
性
部
活
動

を
発
信
し
て
い
き
た
い
」
と
話

し
た
。

同
部
は
、
部
員
が
取
り
組
む

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
記
録
に
残

す
た
め
、
１
９
８
８
年
に
同
誌

を
発
刊
。
最
初
は
部
員
が
書
い

た
文
章
だ
け
で
構
成
し
て
い
た

が
、
よ
り
多
く
の
人
に
読
ん
で

女
性
部
は
３
月

日
、
部
誌
「
ひ
ろ
ば
」
第

号
を
発
行

し
た
。
部
の
活
動
内
容
と
成
果
を
ま
と
め
た
も
の
で
、
同
部

の
取
り
組
み
を
組
合
員
や
地
域
住
民
に
広
く
知
っ
て
も
ら
お

う
と
、
２
年
に
一
度
制
作
し
て
い
る
も
の
。
編
集
委
員
ら


人
が
１
冊
ず
つ
手
作
業
で
製
本
し
３
０
０
冊
を
仕
上
げ
た


ポイント獲得メニュー表

１ポイント

２ポイント

３ポイント

女性部新規加入・協同組合講座新規受
講・各種活動への参加（支部活動・支
部役員会・女性部総会・球技大会・本
所開催の各種料理講習会・サポーター
活動・大豆プロジェクト・夏まつり・
農業まつり・たばこ祭千人パレード・
フレッシュミズのつどい・女性部企画
旅行・女性部運動会・女性部座談会・
文化交流会・乳がん子宮がん検診・Ｊ
Ａはだの創立記念式典・健康福祉大会
・ＪＡはが野女性会との交流会）

ＪＡはだの組合員新規加入・各種サポ
ーター登録・県家の光大会発表

女性部加入者紹介・フレッシュミズ代
表者登録・家の光年間購読・パルシス
テム新規加入・ＪＡはだの家の光大会
発表

私
た
ち
の
班
は
、
２
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
義

母
と
共
に
加
入
し
た
頃
は
、
１
２
班
総
勢

人
で


食
事
会
や
毎
年
恒
例
の
年
度
末
の
一
泊
旅
行
な
ど
を

企
画
し
、
親
睦
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
高
齢
化
や
環
境
変
化
で
班
員
は
減
少
し


現
状
に
至
り
ま
す
。

先
日
、
班
員
の
お
宅
で
一
緒
に
こ
ん
に
ゃ
く
作
り

を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
作
業
を
し
な
が
ら
の

お
し
ゃ
べ
り
、
そ
の
後
に
は
お
茶
と
お
菓
子
を
用
意

し
て
く
だ
さ
り
、
思
い
が
け
ず
久
々
に
楽
し
い
時
間

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

よ
う
や
く
コ
ロ
ナ
関
連
の
規
制
も
緩
和
さ
れ
、
女

性
部
の
行
事
も
以
前
と
同
様
に
で
き
る
よ
う
に
な
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
健
康
に
留
意
し
て
、

元
気
に
楽
し
く
活
動
に
参
加
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

西支部
上関２班

大澤 みどりさん

楽しく魅力ある活動を発信

手
作
業
で
製
本
し

冊

ホ
ー
ル
ポ
ス
ト
を
狙
っ
て
打
つ
部
員

製
本
作
業
に
励
む
部
員

グラウンドゴルフ大会

声をかけ合い
楽しくプレー

田
辺
さ
ん
桐
山
さ
ん
選
出
県

家

の

光

大
会
に
出
場

９日（火） ８：～本部役員研修会（10日まで）

17日（水） ：～生活協同組合パルシステム神奈

川研修会参加

日（木） ：～大豆プロジェクト会議

23日（火） ８：00～本町支部「支部旅行」

24日（水） 10：00～南支部「ゴキブリ団子作り」

26日（金） 13：30～料理運営委員会

29日（月） ９：30～本部役員料理講習会（１班）

〃 13：30～本部役員料理講習会（２班）

30日（火） ７：30～第１回歩こう会

31日（水） 13：30～東支部｢グラウンドゴルフ大会｣

５月の女性部行事予定表５月の女性部行事予定表

家の光記事活用の部
に選ばれた田辺さん

女性部活動体験発表の
部に選ばれた桐山さん

ひろば第号発行ひろば第号発行
コロナ禍での活動成果まとめる

Ｊ Ａ は だ の 女性部 第号（） 年(令和５年)月日(水曜日)
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の
育
成
の
た
め
、
農
業
経
営

士
が
実
習
を
通
し
て
農
業
に

対
す
る
思
い
を
伝
え
た
。

伊
藤
章
会
長
の
畑
で
は
、

新
採
用
職
員
２
人
が
ホ
ウ
レ

ン
ソ
ウ
の
収
穫
や
出
荷
準
備

の
作
業
に
励
ん
だ
。
鶴
巻
支

店
で
開
く
「
鶴
巻
ふ
れ
あ
い

マ
ル
シ
ェ
」
で
農
産
物
の
直

売
も
体
験
し
た
。

伊
藤
会
長
は

「
Ｊ
Ａ
で
勤
め
る

た
め
に
、
組
合
員

の
仕
事
に
理
解
を

深
め
る
こ
と
は
と

て
も
重
要
。
今
後

も
継
続
的
に
職
員

の
研
修
を
受
け
入

れ
て
き
た
い
」
と

話
し
た
。

農
家
に
寄
り
添
う

Ｊ
Ａ
職
員
を
育
成

新
人
が
農
業
実
習

秦
野
市
農
業
経
営
士
会
は

３
月

、

の
両
日
、
Ｊ
Ａ

は
だ
の
新
採
用
職
員
９
人
の

農
業
実
習
を
受
け
入
れ
た
。

農
家
に
寄
り
添
う
Ｊ
Ａ
職
員

回
し
、
今
後
の
栽
培
管
理
方

法
な
ど
を
組
合
員
に
指
導
し

た
。セ

ン
タ
ー
職
員
ら
は
「
ゆ

め
か
お
り
」
と
「
さ
と
の
そ

ら｣

の
生
育
を
調
査
葉
の
色

や
穂
の
長
さ
な
ど
を
計
測
し

た
。
今
年
は
平
年
よ
り
も
気

温
が
高
く
、
雨
量
も
多
か
っ

た
こ
と
か
ら
成
長
が
進
ん
で

い
る
た
め
、

早
い
段
階
か

ら
追
肥
や
防

除
が
必
要
に

な
る
こ
と
を

説
明
。
開
花

期
は
小
麦
の

穂
に
発
症
す

る
赤
か
び
病

に
最
も
感
染

し
や
す
い
た

め
、
必
ず
防

除
を
実
施
す

る
よ
う
呼
び

か
け
た
。

小
麦
の
生
育

状
況
を
調
査

出
荷
組
合
が
畑
巡
回

秦
野
小
麦
出
荷
組
合
は
３

月

日
、
組
合
員
の
畑
８
カ

所
で
、
小
麦
の
生
育
状
況
を

調
査
し
た
。
組
合
員
の
他
、

県
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー
と
営

農
販
売
課
の
職
員
が
畑
を
巡

も
た
ち
も
興
味
を
持
ち
や
す

い
教
材
。
食
や
農
業
の
大
切

さ
を
知
っ
て
も
ら
う
き
っ
か

け
と
し
て
活
用
し
て
い
く
」

と
話
し
た
。

今
年
は
、
食
品
ロ
ス
や
持
続

可
能
な
農
業
に
関
す
る
内
容

も
盛
り
込
ん
で
い
る
。

佐
藤
教
育
長
は
「
カ
ラ
ー

で
写
真
や
図
が
多
く
、
子
ど

う
、
内
容
を
動
画
に
ま
と
め

た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
も
提
供
し
て
い

る
。
内
容
は
毎
年
改
訂
し
、

時
代
に
合
っ
た
内
容
を
学
ん

で
も
ら
え
る
よ
う
に
工
夫
。

が
食
農
教
育
応
援
事
業
の
一

環
で
全
国
の
小
学
５
年
生
向

け
に
毎
年
発
行
し
て
い
る
。

サ
イ
ズ
は
Ａ
４
判
で
、
フ
ル

カ
ラ
ー

㌻
の
児
童
用
と
白

黒

㌻
の
教
師
用
を
用
意
。

授
業
で
活
用
し
や
す
い
よ

め
て
も
ら
う
こ
と
が
目
的

で
、
市
内
の
小
学
５
年
生
分

１
４
４
０
冊
と
教
師
分

冊

を
寄
贈
。
宮
永
均
組
合
長
が

手
渡
し
、
教
材
本
の
活
用
を

依
頼
し
た
。

教
材
本
は
、
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク

Ｊ
Ａ
は
だ
の
は
３
月


日
、
秦
野
市
役
所
教
育
庁
舎

で
、
佐
藤
直
樹
教
育
長
に
食

農
教
育
教
材
本
「
農
業
と
わ

た
し
た
ち
の
く
ら
し
」
を
贈

っ
た
。
子
ど
も
た
ち
に
食
や

環
境
、
農
業
へ
の
理
解
を
深

に
も
な
る
」
と
笑
顔
を
見
せ

た
。

け
て
い
る
。
元
気
な
子
ど
も

の
姿
は
指
導
す
る
側
の
励
み

教
室
は
、
市
内
の
子
ど
も

と
そ
の
親
を
対
象
に

年
以

上
前
か
ら
毎
年
開
く
。
約
７

㌃
の
畑
で
年
間
を
通
し
て
さ

ま
ざ
ま
な
野
菜
を
栽
培
し
、

育
て
た
野
菜
を
使
っ
た
料
理

教
室
も
開
催
す
る
。

同
研
究
会
の
湯
山
忠
夫
会

長
は
「
地
域
の
子
ど
も
た
ち

に
楽
し
み
な
が
ら
学
ん
で
ほ

し
い
と
い
う
思
い
で
長
年
続

秦
野
市
食
生
活
改
善
推
進

団
体
と
東
地
区
農
産
物
直
売

研
究
会
は
９
日
、
寺
山
の
畑

で｢

親
子
地
場
産
野
菜
教
室｣

を
開
い
た
。

組
約

人
の

親
子
が
、
同
団
体
メ
ン
バ
ー

や
同
研
究
会
の
農
家
の
指
導

を
受
け
な
が
ら
、
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
の
収
穫
や
サ
ト
イ
モ
の

植
え
付
け
作
業
を
体
験
し

た
。

大
会
の
結
果
は
次
の
通
り
。

◎
囲
碁
の
部
Ａ

優
勝
＝

奈
良
橋
守
一
（
今
泉
台
）

◎
囲
碁
の
部
Ｂ

優
勝
＝

小
林
昭
五
（
東
田
原
）

◎
将
棋
の
部

優
勝
＝

近
藤
泰
夫
（
尾
尻
）

日
頃
の
成
果
発
揮

囲
碁
将
棋
大
会

Ｊ
Ａ
は
だ
の
は
３
月


日
、
本
所
で
囲
碁
将
棋
大
会

を
開
い
た
。
趣
味
を
通
じ
た

ゆ
と
り
あ
る
生
活
の
実
現
と

組
合
員
同
士
の
親
睦
を
深
め

る
こ
と
が
目
的
。
囲
碁
の
部

に

人
、
将
棋
の
部
に

人

が
参
加
し
、
日
頃
の
鍛
錬
の

成
果
を
発
揮
し
た
。

囲
碁
の
部
は
、
２
ブ
ロ
ッ

ク
に
分
け
て
ポ
イ
ン
ト
方
式

で
対
戦
。
将
棋
の
部
は
抽
選

の
上
、
点
数
制
で
競
っ
た
。

年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
で
き
る
こ

と
を
探
し
て
工
夫
し
な
が
ら

活
動
し
て
き
た
。
そ
の
中
で

生
ま
れ
た
活
動
を
継
承
し
つ

つ
新
し
い
こ
と
も
取
り
入
れ

て
、
よ
り
良
い
組
織
に
し
て

い
き
た
い
」
と
話
し
た
。

度
の
活
動
計
画
な
ど
４
議
案

を
全
会
一
致
で
可
決
し
た
。

ま
た
、
持
続
可
能
な
農
業
経

営
の
確
立
に
向
け
た
特
別
決

議
を
採
択
。
食
と
農
の
理
解

促
進
に
努
め
る
こ
と
や
、
Ｊ

Ａ
運
営
に
主
体
的
に
参
画
す

る
こ
と
な
ど
を
誓
い
合
っ

た
。加

賀
委
員
長
は
「
こ
こ
数

総
会
は
、
委
任
状
を
含
め

部
員

人
が
出
席
。
２
０
２

２
年
度
の
活
動
報
告
や

年

委
員
長
に
横
野
で
露
地
野
菜

を
生
産
す
る
加
賀
将
志
さ
ん

が
就
任
し
た
。

青
年
部
は
７
日
、
本
所
で

第

回
通
常
総
会
を
開
い

た
。
役
員
改
選
を
行
い
、
新

後継者
クラブ

秦
友
会
は

原
新
会
長

秦
野
市
農
業
後
継
者
ク
ラ

ブ
「
秦
友
会
」
は

日
、
本

所
で
第

回
通
常
総
会
を
開

い
た
。
委
任
状
を
含
め
会
員


人
が
出
席
し
、
上
程
さ
れ

た
４
議
案
を
審
議
し
た
。

会
員
は
、
２
０
２
２
年
度

の
活
動
報
告
や

年
度
の
活

動
計
画
な
ど
を
可
決
。
役
員

改
選
を
行
い
、
下
大
槻
で
露

地
野
菜
を
生
産
す
る
原
卓
司

さ
ん
を
会
長
に
選

ん
だ
。

原
会
長
は
「
互

い
に
協
力
し
て
メ

ン
バ
ー
の
結
束
を

さ
ら
に
強
め
つ

つ
、
楽
し
み
な
が

ら
活
動
し
て
い
き

た
い
」
と
笑
顔
を

見
せ
た
。

東
支
所
運
営
委
員
会
は
３
月


日
、
東
支
所
で
ヒ
ラ
タ
ケ
と

ナ
メ
コ
の
植
菌
体
験
会
を
開
い

た
。
Ｊ
Ａ
や
協
同
組
合
の
活
動

に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
お
う
と

初
め
て
企
画
し
た
も
の
。
組
合

員
や
そ
の
家
族

人
が
菌
の
植

え
付
け
作
業
に
挑
戦
し
た
。

委
員
で
キ
ノ
コ
類
の
栽
培
も

手
が
け
る
蓑
毛
の
桐
生
正
彦
さ

ん
が
中
心
と
な
り
、
参
加
者
の

作
業
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
。
委
員

ら
は
、
原
木
と
な
る
ク
ル
ミ
の

木
に

㌢
間
隔
で
印
を
付
け
た

り
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
で
木
を
切

り
分
け
た
り
し
て
、
植
菌
の
準

備
を
進
め
た
。
参
加
者
は
、
お

が
く
ず
や
米
ぬ
か
、
キ
ノ
コ
の

種
菌
を
水
で
溶
い
た
も
の
を
厚

さ
５
㍉
ほ
ど
に
な
る
よ
う
切
り

口
に
塗
り
付
け
た
。
そ
の
後
、

切
り
分
け
た
木
を
元
の
状
態
に

積
み
重
ね
、
支
所
敷
地
内
の
日

が
当
た
ら
な
い
場
所
に
置
い

た
。
今
後
、
委
員
ら
が
継
続
し

て
管
理
し
、
菌
の
定
植
が
確
認

で
き
た
原
木
を
、
９
月
ご
ろ
に

希
望
者
に
渡
す
予
定
だ
。

山
岸
勉
委
員
長
は
「
普
段
体

験
す
る
機
会
が
少
な
い
作
業

で
、
多
く
の
参
加
者
に
興
味
を

持
っ
て
も
ら
え
た
。
こ
れ
か
ら

も
地
域
を
盛
り
上
げ
て
い
く
た

め
に
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
企
画

し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
た
。

支
所
運
営
委
員
会
は
、
大
根

・
本
町
・
東
・
南
・
北
・
西
・

上
の
各
支
所
に
設
置
し
て
い

る
。
委
員
は
、
各
地
域
の
理
事

や
監
事
、
組
合
員
組
織
で
あ
る

生
産
組
合
・
女
性
部
・
青
年
部

か
ら
選
出
し
た
メ
ン
バ
ー
の

他
、
准
組
合
員
も
務
め
る
。

目
的
は
、
地
域
に
密
着
し
た

協
同
活
動
を
進
め
る
こ
と
。
支

所
が
組
合
員
組
織
や
地
域
と
連

携
し
、
組
合
員
や
地
域
住
民
の

意
見
を
反
映
さ
せ
る
他
、
Ｊ
Ａ

と
地
域
の
連
携
促
進
や
、
地
域

の
絆
づ
く
り
に
も
つ
な
げ
て
い

る
。支

所
運
営
委
員
会
ご
と
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
展
開
。
大

根
・
南
・
北
・
西
支
所
運
営
委

員
会
は
、
委
員
が
サ
ツ
マ
イ
モ

を
栽
培
し
、
准
組
合
員
ら
に
収

穫
体
験
を
用
意
し
た
り
、
有
害

鳥
獣
対
策
の
捕
獲
お
り
に
設
置

す
る
た
め
に
農
家
に
配
布
し
た

り
し
て
、
農
業
理
解
の
促
進
や

地
域
農
業
を
守
る
取
り
組
み
を

進
め
る
。
本
町
・
東
・
南
・
上

支
所
運
営
委
員
会
は
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
で
組
合
員
相
互
の

交
流
を
深
め
る
機
会
を
用
意
す

る
な
ど
、
委
員
の
発
案
で
多
く

の
活
動
を
企
画
し
て
い
る
。

本
町
支
所
運
営
委
員
会
は
、

神
奈
川
県
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
か
ん

き
つ
「
湘
南
ゴ
ー
ル
ド
」
の
収

穫
体
験
を
企
画
し
、
准
組
合
員

ら
に
地
域
の
農
業
を
知
っ
て
も

ら
う
取
り
組
み
を
続
け
て
い

る
。
曽
屋
の
古
藤
登
さ
ん
の
協

力
で
、
毎
年
実
施
。
参
加
者
が

農
家
と
親
交
を
深
め
る
場
に
も

な
っ
て
い
る
。

同
会
は
、
管
内
の
准
組
合
員

に
農
業
へ
の
理
解
を
深
め
て
も

ら
お
う
と
、
２
０
２
０
年
か
ら

取
り
組
み
を
ス
タ
ー
ト
。
開
催

前
に
は
組
合
員
訪
問
日

で
ち
ら
し
を
配
布
し
、

参
加
を
呼
び
か
け
る
。

１
日
に
は
、

人
が

畑
を
訪
れ
た
。
古
藤
さ

ん
か
ら
収
穫
の
ポ
イ
ン

ト
を
聞
い
て
「
湘
南
ゴ

ー
ル
ド
」
を
収
穫
。
そ

の
他
、
周
囲
の
畑
で
栽

培
し
て
い
る
作
物
や
、

鳥
獣
被
害
の
状
況
な
ど

に
つ
い
て
古
藤
さ
ん
に

質
問
し
、
交
流
を
深
め

た
。参

加
者
の
中
田
三
千

代
さ
ん
は
「
ち
ら
し
を

見
て
初
め
て
参
加
し

た
。
家
か
ら
歩
い
て
行

け
る
距
離
で
素
晴
ら
し

い
体
験
が
で
き
て
う
れ

し
い
」
と
笑
顔
を
見
せ
た
。

尾
登
茂
委
員
長
は
「
湘
南
ゴ

ー
ル
ド
は
神
奈
川
な
ら
で
は
の

品
種
な
の
で
、
参
加
者
に
と
っ

て
魅
力
あ
る
体
験
に
な
っ
た
と

思
う
。
今
後
も
続
け
て
い
き
た

い
」
と
話
し
た
。

支所運営委員会は、年間を通してさまざまな企

画を打ち出している。准組合員らの農業への理解

を促す体験や、地域住民との交流を深める祭りへ

の参加などを計画する。

参加を募集する活動は、組合員訪問日などでち

らしを配布するので、ぜひ確認を。問い合わせは

各支所・支店まで。

Ｊ
Ａ
は
だ
の
は
、
支
所
運
営
委
員
会
を
設
置
し
、
地
域
に

根
差
し
た
協
同
活
動
を
進
め
て
い
る
。
協
同
組
合
運
動
を
一

層
躍
進
さ
せ
よ
う
と
２
０
１
６
年
に
ス
タ
ー
ト
し
、
今
年
で

８
年
目
。
支
所
ご
と
に
、
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
活
動
を

企
画
す
る
。

菌を切り口に塗る委員㊨と参加者

湘
南
ゴ
ー
ル
ド
を
収
穫
す
る
参
加
者

各支所のイベント開催予定（一部抜粋）

支所

大根

本町

東

南

北

西

上

内容

押し花アート教室

サツマイモ収穫体験

落花生収穫体験

花の寄せ植え体験

ピザ作り体験

実朝まつりへの参加

落花生収穫体験

フラワーアレンジメント教室

まきの木まつりへの参加

花の寄せ植え体験

西地区自然を訪ねる集い

正月飾りの手作り体験

秋そば教室

上地区歴史勉強会

開催予定時期

８月

10月

９月

月

８月

11月

８月

月

10月

12～１月

５月

12月

８月～

10～11月

大
根
支
所
運
営
委
員
会
の
サ
ツ
マ
イ
モ
収
穫
体
験
（
昨
年
）

地域に根差した活動
今年度も多彩に展開

絆
づ
く
り
に
力
発
揮

農
業
守
る
取
り
組
み
も

キ
ノ
コ
作
り
を
体
験

東
で
Ｊ
Ａ
理
解

促
す
新
企
画

本

町

湘南ゴールドを収穫
農家と親交深める場に

誘い合ってぜひ参加を
年間通してイベントたくさん

入
船
町
の
―
金
井

か

な

い

洸
た
け
し

さ
ん(

78)

№477入
船
町
で
「
美
容
室
エ

ス
パ
ス

ド
ゥ

ボ
ー

テ｣

を
営
む
金
井
洸
さ
ん


群
馬
県
で
生
ま
れ
育
ち
、

幼
い
頃
か
ら
「
社
長
に
な

り
た
い
」
と
い
う
大
き
な

夢
を
持
っ
て
い
た
。

歳

の
頃
に
テ
レ
ビ
で
美
容
師

役
の
俳
優
を
見
た
こ
と
を

き
っ
か
け
に
、
美
容
師
を

目
指
し
始
め
た
。
東
京
都

の
理
美
容
専
門
学
校
に
通

い
、
美
容
室
に
住
み
込
み

で
勤
務
。
そ
の
後
も
県
内

外
の
美
容
室
で
経
験
を
積

ん
で
き
た
。
同
店
は
１
９

９
７
年
に
オ
ー
プ
ン
し
、

代
表
取
締
役
と
し
て
５
人

の
社
員
を
ま
と
め
て
い

る
。
店
の
コ
ン
セ
プ
ト
は

「
気
軽
に
過
ご
せ
る
ア
ッ

ト
ホ
ー
ム
な
空
間
」
。
利

用
客
は
市
内
在
住
の
女
性

が
多
く
、
オ
ー
プ
ン
当
初

か
ら
通
う
常
連
客
も
い

る
。


メ
ニ
ュ
ー
は
？

カ
ッ
ト
や
パ
ー
マ
な
ど

の
基
本
的
な
施
術
の
他

に
、
妻
が
着
付
け
、
娘
が

ネ
イ
ル
を
担
当
し
て
い
ま

す
。
以
前
は
店
舗
２
階
に

エ
ス
テ
サ
ロ
ン
も
あ
り
ま

し
た
が
、
現
在
は
テ
ナ
ン

ト
を
募
集
し
て
い
ま
す
。



心
が
け
て
い
る
こ

と
は
？

福
利
厚
生
を
充
実
さ
せ

る
な
ど
、
社
員
が
働
き
や

す
い
よ
う
な
店
舗
づ
く
り

に
努
め
て
い
ま
す
。
楽
し

く
仕
事
が
で
き
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
お
客
さ
ま
へ
の

よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
に
つ

な
が
る
と
思
い
ま
す
。



趣
味
は
？

ラ
ン
ニ
ン
グ
と
登
山
で

す
。
週
に
２
、
３
日
の
ペ

ー
ス
で
近
所
を
１
時
間
半

ほ
ど
走
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
に
県
内
外
の
マ
ラ

ソ
ン
大
会
に
６
回
参
加
し

ま
し
た
。

歳
に
な
っ
た

ら
東
京
マ
ラ
ソ
ン
に
挑
戦

し
た
い
で
す
。
登
山
も
好

き
で
、
友
人
と
一
緒
に
大

山
や
県
外
の
山
を
登
っ
て

い
ま
す
。



今
後
の
展
望
は
？

お
客
さ
ま
あ
っ
て
の
仕

事
な
の
で
、
多
く
の
方
に

利
用
し
て
い
た
だ
け
る
店

舗
づ
く
り
を
し
て
い
き
た

い
で
す
。
社
員
の
働
き
や

す
さ
も
大
切
に
し
な
が

ら
、
経
営
し
て
い
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

アットホームな空間を

佐
藤
教
育
長
㊨
に
教
材
本
を
手
渡
す
宮
永
組
合
長

あいさつする加賀新委員長

高橋勇太前会長㊧から原新会長にバ
トンタッチ

ブロッコリーを収穫する親子

伊藤会長㊨の指導でホウレンソウを収穫

食
べ
る
こ
と
や
農
業
の

大
切
さ
を
学
ん
で

教
育
長
に
贈
る

児
童
向
け
教
材
本

新
委
員
長
に
加
賀
さ
ん

青
年
部

総

会

持
続
可
能
な
経
営
へ
決
議

親子組
農を体験

収穫や植え付け

今
年
も
地
場
産
野
菜
教
室

打
つ
手
を
熟
考
す
る
参
加
者

小
麦
の
穂
の
長
さ
を
調
べ
た

Ｊ Ａ は だ の 年(令和５年)月日(水曜日) （）第号 総　合（）
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乤
习
乡
乢
习
乡
乢
习
乡
乢
习
乡
乢
习
乡
乢
习
乡
乢
习
乡
乢
习
乡
乢
习
乡
乢
习
乡
乢
习
乡
乢
习
乡
乢
习
乡
乢
习
乡
乢
习
乡
乢
习
乡
乢
习
乡
乢
习
乡
乢
习
乡
乢
习
乡
乢
习
乡
乢
习
乡
乢
习
乡
乢
习
乡
乢
习
乡
乢
习
乡
乢
习
乡
乢
习
乡
乢
习
乡
乢
习
乡
乢
习
乡
乢
习
乡
乢
习
乡
乢
习
乡
乢
习
乡
乢
习
乡
乢
习
乡
乢
习
乡
乢
习
乡
乢
习
乡
乢
习
乡
乢
习
乡
乢
习
乡
乢
习
乡
乢
习
乡
乢
习
乡

◎
時
給

１
０
９
０
円

◎
時
間

午
前
８
時
～
午

後
７
時

※
時
間
内
で
シ
フ

ト
制◎

待
遇

社
会
保
険
完
備

・
交
通
費
規
定
支
給
・
車
通

勤
可
な
ど

お
問
い
合
わ
せ
は
、
じ
ば

さ
ん
ず
ま
で
。
☎

－
７
７

０
７生

産
緑
地
地
区
の
取
得

あ
っ
せ
ん
に
つ
い
て

生
産
緑
地
法
第

条
に
基

づ
き
、
秦
野
市
か
ら
左
表
の

土
地
に
つ
い
て
生
産
緑
地
の

あ
っ
せ
ん
依
頼
が
あ
り
ま
し

た
。
農
業
に
従
事
さ
れ
る
方

で
、
生
産
緑
地
と
し
て
取
得

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
市
農

業
委
員
会
事
務
局
農
地
利
用

担
当
へ
ご
連
絡
を
。
☎

－

９
６
５
４

◎
加
工
料
金
の
徴
収

加

工
作
業
終
了
後

日
以
内
に

精
算◎

注
意
事
項

当
日
摘
採

の
生
葉
を
搬
入
し
て
く
だ
さ

い
。
異
物
混
入
や
蒸
れ
に
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
営
農
販

売
課
ま
で
。
☎

－
７
７
１

８
加
工
相
談
を
受
け
付
け

農
産
加
工
品
に
つ
い
て
、

県
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー
と
Ｊ

Ａ
の
職
員
が
市
内
を
巡
回

し
相
談
を
お
受
け
し
ま
す


お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。◎

日
時

５
月

日(

水)

午
前

時
～
午
後
４
時

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合

わ
せ
は
生
活
福
祉
課
ま
で
。

☎

－
７
６
６
１

じ
ば
さ
ん
ず

ス
タ
ッ
フ
募
集

じ
ば
さ
ん
ず
は
、
パ
ー
ト

・
ア
ル
バ
イ
ト
ス
タ
ッ
フ
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
働
き
や

す
い
職
場
で
す
の
で
、
お
気

軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

◎
業
務
内
容

レ
ジ
お
よ

び
清
掃
な
ど

は
引
き
続
き
軽
油
を
取
り
扱

い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
経
済
課

ま
で
。
☎

－
７
７
１
７

Ｇ
Ｗ
中
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
稼
働

Ｊ
Ａ
は
だ
の
の
Ａ
Ｔ
Ｍ

は
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク

中
も
通
常
通
り
稼
働
し
ま

す
。
※
上
支
所
を
除
く
。

お
問
い
合
わ
せ
は
各
支
所

･

支
店
ま
た
は
信
用
課
ま
で


☎

－
７
７
１
６

茶
生
葉
加
工
に
つ
い
て

茶
生
葉
の
加
工
日
は
５
月

３
日
（
水
）
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
天
候
に
よ
っ
て
は
加

工
日
が
変
更
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
搬
入
日
の

前
日
に
、
営
農
販
売
課
ま
で

再
度
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◎
搬
入
場
所
・
時
間

▽
大
根
、
本
町
、
東
、
南

地
区
＝
本
所
（
Ｊ
Ａ
グ
リ
ー

ン
は
だ
の
前
）
・
午
後
２
時

～
同
３
時

▽
北
、
西
、
上
地
区
＝
上

荒
茶
工
場
・
午
後
２
時
～
同

３
時◎

加
工
料
金

生
葉
１
㌔

当
た
り
３
５
２
円(

税
込
み)

延
ば
す
た
め
に
も
、
一
人
で

も
多
く
の
方
の
受
診
を
お
願

い
し
ま
す
。

◎
日
時

南
・
北
・
西
・
上
地
区
＝

７
月
６
日
（
木
）
午
前
８
時


分
か
ら

大
根
・
本
町
・
東
地
区
＝

７
月

日
（
火
）
午
前
８
時


分
か
ら

◎
場
所

本
所
３
階

虹

の
間◎

健
診
内
容

血
圧
・
胸

部
Ⅹ
線
・
心
電
図
・
大
腸
が

ん
検
査
な
ど
、
詳
細
は
今
月

号
の
機
関
紙
折
り
込
み
の
ち

ら
し
参
照

◎
申
し
込
み

５
月

、


日
の
組
合
員
訪
問
日
ま
で

に
各
支
所
・
支
店
に
申
し
込

み
お
問
い
合
わ
せ
は
生
活
福

祉
課
ま
で
。
☎

－
７
６
６

１
上
給
油
所
が
軽
油

取
り
扱
い
終
了

上
支
所
の
給
油
所
は
、
計

量
機
の
交
換
に
伴
い
、
５
月


日
（
水
）
を
も
っ
て
軽
油

の
取
り
扱
い
を
終
了
し
ま

す
。
皆
さ
ま
の
ご
理
解
を
お

願
い
し
ま
す
。
西
給
油
所
で

材
課
ま
で
。
☎

－
７
７
１

９
農
業
者
に
交
付
金
支
給

農
業
者
の
経
営
所
得
安
定

対
策
の
一
環
で
、
交
付
金
を

支
給
し
ま
す
。

◎
対
象

①
水
田
で
野
菜

な
ど
を
販
売
目
的
で
生
産
し

て
い
る
農
業
者
②
小
麦
・
大

豆
・
ソ
バ
を
生
産
し
て
い
る

認
定
農
業
者

※
米
の
交
付

金
は
２
０
１
８
年
産
か
ら
廃

止
さ
れ
た
た
め
申
請
不
要
。

◎
申
し
込
み
日
時

５
月

８
日
（
月
）
、
９
日
（
火
）

両
日
と
も
午
前
９
時
～
正

午
、
午
後
１
時
～
同
４
時

◎
場
所

秦
野
市
役
所
西

庁
舎
３
階

大
会
議
室

お
問
い
合
わ
せ
は
秦
野
市

農
業
振
興
課
☎

－
９
６
２

６
ま
で
。
制
度
に
つ
い
て
の

詳
細
は
、
関
東
農
政
局
神
奈

川
県
拠
点
☎
０
４
５
－
２
１

１
－
７
１
７
６
ま
で
。

生
活
習
慣
病

健
診
の
受
診
を

組
合
員
と
そ
の
家
族
の
健

康
管
理
に
つ
な
げ
て
も
ら
う

た
め
、
生
活
習
慣
病
健
診
を

実
施
し
ま
す
。
健
康
寿
命
を

し
出
く
だ
さ
い
。
な
お
、
秋

肥
で
申
請
し
た
方
に
は
、
５

月
の
組
合
員
訪
問
日
で
申
請

書
な
ど
を
送
付
し
ま
す
。

◎
支
援
対
象

２
０
２
２

年

月
か
ら

年
５
月
に
春

肥
と
し
て
購
入
し
た
肥
料

◎
申
出
期
日

５
月

日

（
金
）
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
は
生
産
資

の
低
減
に
取
り
組
む
農
業
者

に
対
し
て
支
援
し
て
い
ま

す
。
Ｊ
Ａ
は
だ
の
で
申
請
の

受
け
付
け
を
実
施
し
ま
す
。

新
規
に
申
請
を
希
望
す
る
方

は
、
各
支
所
・
支
店
に
お
申

肥
料
高
騰
対
策

申
請
を
受
け
付
け

肥
料
の
高
騰
に
よ
る
農
業

経
営
へ
の
影
響
を
緩
和
す
る

た
め
、
国
と
県
が
化
学
肥
料

（上段左から）杉田
す ぎ た

大翔
ひ ろ と

、山田
や ま だ

直矢
な お や

、湊
みなと

翔平
し ょ う へ い

、片野
か た の

芹香
せ り か

、

尾澤
お ざ わ

陽一郎
よ う い ち ろ う

（下段左から）中村
な か む ら

孝仁
た か ひ と

、谷口
た に ぐ ち

那美
な み

、福嶋
ふ く し ま

壱絃
い お

、上井
か み い

隆矢
り ゅ う や

【５月のイベント】
☆「おすすめ商品の特売」２日
（火）16日（火）23日（火）
30日（火）
産地間提携を結ぶＪＡの商品
など、お薦めの品を特別価格
で販売します。

☆｢こどもの日フェア｣３日(水)
～５日（金）
かしわ餅など、こどもの日に
ちなんだ商品を販売します。

☆「ユースマルシェ」６日(土)
青年部の若手農家が、新鮮な
野菜を対面販売します。

☆「旬の果物・野菜フェア」６
日（土）７日（日）21日(日)
旬の果物や野菜にスポットを
当て、店舗外の特設コーナー
で販売します。

☆｢豚肉加工商品の日｣12日(金)
㈱フリーデンが国産豚を使用
したお得な商品を販売しま
す。

☆「母の日フェア」13日（土）
14日（日）
花束やフラワーアレンジメン
トの売り場を拡張します。秦
野産のカーネーションでお母
さんに日頃の感謝の気持ちを
伝えましょう。

☆「お茶フェア」日（土）
日（土）日（日）
市内で茶を生産する農家が対
面販売を行います。お茶に関
する質問もお気軽にどうぞ。

☆「こんにゃく試食販売」日
（日）
こんにゃくの日（日）を前
に出荷者が試食販売を行いま
す。農家手作りのこんにゃく
を味わってみてください。

☆「たまごの日」毎週月、金曜
日
店頭価格から10％引き。「み
くるべたまご」は除きます。

☆「米の日」毎週水曜日
店頭価格から10％引き。

☆「肉の日」毎週木曜日と29日
（月）
店頭価格から５％引き。
【 のイベント】

☆｢お得なパンセット｣５日(金)
８日（月）日（日）
クロワッサンや粒あんデニッ
シュなどのパン商品を５個30
0円で販売します。組み合わ
せはお好みで選べます。

☆「ワンスプーンサービス」
雨の日は、ジェラート購入で
お好きな味をワンスプーンお
付けします。

◎５月９日（火)は定休日です
※準備の都合上、イベントが変
更になることがありますの
で、ご了承ください。

場 所

曽屋３３１２番

曽屋３３１３番

曽屋３３１４番

曽屋３３１９番

曽屋３３２０番

曽屋３３２１番

地目

田

田

田

田

田

田

面積(平方㍍)

５３２

５２８

４９５

４９５

５２５

５２２

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

Ｊ Ａ は だ の第号 地域･情報 年(令和５年)月日(水曜日) （）
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儴
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儴
儰
儰
儰
儰
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儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
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儴
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

◇
南
支
所

融
資
主
任
＝
栗
原
明
宏

（
大
根
支
所
融
資
主
任
）
井

上
朝
実
（
西
支
所
）
原
弘
美

（
鶴
巻
支
店
業
務
主
任
）
楠

岡
友
美
（
共
済
課
）
川
口
元

（
東
支
所
）
上
井
隆
矢
（
新

採
用
）

◇
北
支
所

融
資
主
任
＝
髙
橋
浩
樹

（
西
支
所
）
髙
橋
祐
子
（
本

町
支
所
）
杉
田
大
翔
（
新
採

用
）
山
田
直
矢
（
新
採
用
）

◇
西
支
所

次
長
＝
原
裕
（
鶴
巻
支
店

長
）
桐
山
豪
史(

大
根
支
所)

久
保
寺
悟
（
南
支
所
）
和
賀

井
優
美
（
鶴
巻
支
店
・
育
児

休
業
復
帰
）
湊
翔
平
（
新
採

用
）
片
野
芹
香
（
新
採
用
）

◇
上
支
所

業
務
主
任
＝
江
原
由
美
子

（
信
用
課
信
用
係
長
）

◎
特
別
嘱
託
職
員
（
定
年

再
雇
用
）

◇
監
査
課

監
査
係
長
＝
清
水
亨

◇
企
画
部
付
（
株
）
協
同

コ
ン
サ
ル
ト
は
だ
の
出
向
・

課
長
待
遇
＝
山
口
均

◇
営
農
販
売
部
付
は
だ
の

都
市
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
担

当
係
長
＝
安
居
院
賢
治

◇
生
産
資
材
課

原
敬
（
組
織
教
育
課
）

◎
３
月

日
付
退
職

清
水
亨
（
監
査
室
長
兼
監

査
課
長
）
山
口
均
（
（
株
）

協
同
コ
ン
サ
ル
ト
は
だ
の
支

配
人
）
安
居
院
賢
治
（
営
農

販
売
部
付
は
だ
の
都
市
農
業

支
援
セ
ン
タ
ー
担
当
課
長
）

小
島
正
巳
（
営
農
販
売
課
）

村
上
裕
一
（
営
農
販
売
課
）

須
藤
和
彦
（
生
産
資
材
課
）

や
か
（
北
支
所
）
普
及
主
任

＝
髙
橋
智
也
（
本
町
支
所
渉

外
主
任
）
向
原
嘉
代
（
総
務

課
付
）

◇
大
根
支
所

次
長
＝
飯
田
将
志
（
南
支

所
融
資
主
任
）
業
務
主
任
＝

古
谷
泰
子
（
信
用
課
）
融
資

主
任
＝
佐
々
木
康
太
（
大
根

支
所
）
芳
野
美
里
（
上
支
所

業
務
主
任)

小
野
実
奈
世(

融

資
課
）
大
島
琳
花(

南
支
所)

本
村
柊
哉
（
本
町
支
所
）
中

村
孝
仁
（
新
採
用
）

◇
鶴
巻
支
店

支
店
長
＝
内
田
裕
昭
（
本

町
支
所
次
長
）
業
務
主
任
＝

加
藤
絵
美
（
東
支
所
業
務
主

任
）◇

本
町
支
所

次
長
＝
恩
蔵
則
明
（
共
済

課
保
全
査
定
係
長
）
渉
外
主

任
＝
石
井
賢
志(

大
根
支
所)

柳
川
由
佳
（
大
根
支
所
）
谷

口
那
美
（
新
採
用
）

◇
東
支
所

支
所
長
＝
池
崎
淳
（
総
合

リ
ス
ク
管
理
課
審
査
係
長
）

業
務
主
任
＝
吉
川
香
奈
（
上

支
所
・
育
児
休
業
復
帰
）
栗

原
沙
弥
香
（
西
支
所
）
福
嶋

壱
絃
（
新
採
用
）

◇
経
済
部

部
長
兼
生
産
資
材
課
長
＝

三
瓶
壮
文
（
企
画
部
長
）

経
済
課

経
済
係
長
＝
伊
藤
多
恵
子

（
大
根
支
所
次
長
）

生
産
資
材
課

農
機
セ
ン
タ
ー
長
＝
江
原

隆
（
生
産
資
材
課
）

◇
金
融
共
済
部

信
用
課

課
長
兼
資
産
相
談
セ
ン
タ

ー
長
＝
小
島
勝
三
（
融
資
課

長
）
信
用
係
長
＝
大
森
和
子

（
西
支
所
次
長
）
資
産
相
談

係
長
＝
羽
吹
悠
（
信
用
課
）

稲
毛
李
沙
（
西
支
所
）
古
川

佳
菜
瑛
（
管
理
部
付
神
奈
川

県
信
用
農
業
協
同
組
合
連
合

会
出
向
）
高
橋
茉
央
（
本
町

支
所
）

融
資
課

課
長
＝
高
梨
光
彰
（
企
画

部
付
（
株
）
協
同
コ
ン
サ
ル

ト
は
だ
の
出
向･

課
長
待
遇)

融
資
主
任
＝
諸
星
祐
介
（
北

支
所
融
資
主
任
）
加
藤
翔
平

（
管
理
部
付
神
奈
川
県
信
用

農
業
協
同
組
合
連
合
会
出

向
）
有
馬
千
夏
（
信
用
課
）

共
済
課

保
全
査
定
係
長
＝
栗
原
さ

筒
井
ひ
な
の
（
南
支
所
）

◇
企
画
部

部
長
＝
渕
俊
昭
（
管
理
部

長
）企

画
課

企
画
係
長
＝
長
嶋
紀
恵

（
企
画
課)

新
倉
智
恵
子(

総

務
課
）

組
織
教
育
課

栗
原
正
樹(

営
農
販
売
課)

生
活
福
祉
課

生
活
福
祉
係
長
＝
牧
石
さ

く
ら
（
営
農
販
売
課
）

企
画
部
付
（
株
）
協
同
コ

ン
サ
ル
ト
は
だ
の
出
向

支
配
人
＝
向
原
和
儀
（
経

済
部
長
兼
生
産
資
材
課
長
）

◇
営
農
販
売
部

部
長
＝
久
保
寺
一
志
（
東

支
所
長
）

営
農
販
売
課

は
だ
の
じ
ば
さ
ん
ず
副
店

長
＝
飯
田
文
子
（
経
済
課
経

済
係
長
）
高
橋
幸
稔
（
南
支

所
）
吉
田
郁
美
（
生
活
福
祉

課
）
大
庭
拓
真
（
融
資
課
）

尾
澤
陽
一
郎
（
新
採
用
）

◇
管
理
部

部
長
＝
小
林
毅
（
信
用
課

長
）総

合
リ
ス
ク
管
理
課

審
査
係
長
＝
菊
地
秀
行

（
監
査
課
監
査
係
長
）

総
務
課

職
員
人
事

か
っ
こ
内
は
旧
部
署

◎
４
月
１
日
付
人
事
異
動

◇
監
査
室

室
長
兼
監
査
課
長
＝
澤
岻

直
樹
（
営
農
販
売
部
長
）

（
下
大
槻
）

▽
東
地
区
＝
横
田
稔
（
落

合
）▽

北
地
区
＝
根
本
ト
ヨ
子

（
菩
提
）

▽
西
地
区
＝
青
木
實
（
沼

代
新
町
）

※
自
己
申
告
で
す
の
で
、

該
当
の
方
は
誕
生
月
の
前
月

末
ま
で
に
各
支
所
・
支
店
に

申
請
書
の
提
出
を
お
願
い
し

ま
す
。


歳(

白
寿)

▽
上
地
区
＝
竹
内
マ
サ
子

（
菖
蒲
）


歳(

米
寿)

▽
大
根
地
区
＝
池
田
照
子

（
南
矢
名
）

▽
西
地
区
＝
小
室
貢
（
渋

沢
）

歳(

喜
寿)

▽
大
根
地
区
＝
小
澤
繁

儴儰儰儰

儴
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

儴儰儰儰

儴
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

儴儰儰儰

儴
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

儴儰儰儰

儴
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

儴儰儰儰

儴
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

儴儰儰儰

儴
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

(

鈴
張
町)

石
井
勇(

今
泉)

綾

部
國
夫(

今
泉)

大
津
マ
サ
子

（
平
沢
）
相
原
寅
夫(

尾
尻)

▽
北
地
区
＝
久
保
寺
ア
サ

（
戸
川
）
菅
沼
穂
（
戸
川
）

久
保
寺
ヨ
シ
子
（
戸
川
）
菅

沼
金
作
（
戸
川
）

▽
西
地
区
＝
栗
原
ク
ニ

（
渋
沢
）
長
山
静
江(

堀
西)

北
村
正
代
（
堀
山
下
）
関
野

コ
ト
（
栃
窪
）

▽
上
地
区
＝
石
井
ヤ
ス

（
菖
蒲
）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
末
永
く
お
元
気
で
お
過

ご
し
く
だ
さ
い
。


歳
以
上

▽
大
根
地
区
＝
佐
藤
ト
ヨ

（
鶴
巻
北
）

▽
本
町
地
区
＝
横
溝
英
二

（
元
町
）

▽
南
地
区
＝
加
藤
ヤ
エ
子

儴儰儰儰

儴
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

儴儰儰儰

儴
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

い
て▽

貸
出
条
件
変
更
の
申
し

込
み
に
つ
い
て

和
５
年
度
）
指
導
事
業
の
費

用
に
充
て
る
た
め
の
経
費

（
賦
課
金
）
に
つ
い
て
」
を

総
代
会
に
附
議
す
る
件
に
つ

▽
２
０
２
２
年
度
決
算
に

か
か
る
償
却
・
引
当
案
に
つ

い
て▽

２
０
２
２
年
度
貸
借
対

照
表
、
損
益
計
算
書
、
剰
余

金
処
分
案
、
注
記
表
お
よ
び

事
業
報
告
な
ら
び
に
こ
れ
ら

の
附
属
明
細
書
の
監
事
お
よ

び
み
の
り
監
査
法
人
へ
の
提

出
に
つ
い
て

▽
自
家
消
費
型
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
の
設
置
に
つ
い

て
▽
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
端
末
機

の
更
新
に
つ
い
て

▽
職
制
規
程
の
改
正
に
つ

い
て▽

「
２
０
２
３
年
度
（
令

▽
神
奈
川
県
農
業
協
同
組

合
中
央
会
に
対
す
る
外
部
出

資
の
減
損
処
理
に
つ
い
て

▽
就
業
規
則
の
改
正
に
つ

い
て▽

給
与
規
程
の
改
正
に
つ

い
て▽

住
宅
手
当
支
給
内
規
お

よ
び
住
宅
手
当
支
給
要
領
の

廃
止
に
つ
い
て

▽
嘱
託
員
お
よ
び
特
別
嘱

託
職
員
給
与
規
程
の
改
正
に

つ
い
て

３
月

日
に
理
事
会
を
開

催
し
、
次
の
こ
と
を
審
議
し

ま
し
た
。

▽
内
部
監
査
規
程
の
改
正

に
つ
い
て

▽
両
替
現
金
紛
失
不
祥
事

件
の
対
応
に
つ
い
て

▽
第

回
通
常
総
代
会
の

開
催
に
つ
い
て

▽
役
員
報
酬
議
案
を
総
代

会
に
附
議
す
る
件
に
つ
い
て

▽
定
款
附
属
書
総
代
選
挙

規
程
の
変
更
に
つ
い
て

〈
俳
句
〉
（
酒
井

敏
光

選
）

目
薬
の
一
滴
さ
せ
り
春
の
昼

高
橋

順
子
（
大
秦
町
）

椿
落
つ
残
る
一
つ
が
人
待
ち
顔柳

川
み
ち
子
（
栄

町
）

初
蝶
や
吾
子
に
嬉
々
た
る
参
観
日

佐
藤
英
美
子
（
南
矢
名
）

探
索
に
来
り
て
狭
庭
巡
る
蝶

森
高

由
子
（
渋

沢
）

軒
下
は
自
由
契
約
つ
ば
め
来
る高

島
美
和
子
（
名
古
木
）

花
の
雲
電
車
の
音
の
遠
ざ
か
る吉

田

清
美
（
渋

沢
）

Ｏ
形
の
口
古
代
よ
り
土
偶
に
春菊

池
と
し
え
（
菩

提
）

初
蝶
や
揺
ら
ぎ
つ
行
方
定
ま
ら
ず

櫻
庭

義
明
（
室

町
）

子
の
網
を
躱
し
て
蝶
の
舞
い
上
が
る

高
見

清
（
北
矢
名
）

豆
の
花
飛
ん
で
見
た
く
て
蝶
に
な
る

石
原

松
枝
（
渋

沢
）

大
漁
旗
ゆ
れ
て
る
方
へ
春
の
蝶

石
田

陽
子
（
ひ
ば
り
ケ
丘
）

蝶
や
わ
や
わ
幼
馴
染
の
化
身
か
も

選
者

〈
短
歌
〉
（
久
保
寺

富
男

選
）

豊
作
を
願
う
夜
宮
の
大
太
鼓

八
重
の
桜
の
里
に
ひ
び
け
り

細
田

富
士
（
千
村
）

評

一
読
、
歌
の
意
は
明
瞭
。
さ
れ
ど
八
重
の
桜

の
里
と
は
ど
こ
。
大
河
ド
ラ
マ
の
そ
れ
な
ら

ば
福
島
か
？

山
本
八
重
、
同
志
社
大
学
の

創
始
者
、
新
島
襄
の
妻
で
あ
る
。
近
年
西
地

区
千
村
を
八
重
桜
の
里
と
呼
ん
で
い
る
と
も

聞
く
が
さ
て
？

折
々
に
作
り
た
め
た
る
わ
が
歌
を

夫
は
冊
子
に
ま
と
め
く
れ
た
り石

田
こ
ず
ゑ
（
水
神
町
）

一
面
に
花
の
散
り
敷
く
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

一
打
の
結
果
に
一
喜
一
憂

安
居
院
輝
雄
（
上
大
槻
）

バ
イ
バ
イ
と
叫
ぶ
子
供
の
声
を
消
し

入
線
の
チ
ャ
イ
ム
が
ホ
ー
ム
に
ひ
び
く

八
木

実
（
鶴
巻
北
）

見
え
ぬ
け
ど
心
の
カ
タ
チ
様
々
に

昨
日
は
マ
ル
で
今
日
は
サ
ン
カ
ク

大
木
か
ず
ひ
ろ
（
名
古
木
）

彼
岸
明
け
兄
妹
夫
婦
ら
が
新
居
へ

二
十
数
年
ぶ
り
の
祝
い
膳

水
落
美
和
江
（
鶴
巻
南
）

老
い
た
れ
ば
か
そ
け
き
を
詠
め
と
木
俣
師
の

教
え
よ
み
が
え
る
八
十
路
と
な
り
て

選
者

※
選
者
に
よ
る
添
削
あ
り

■材料３～４人分■
キャベツ大きめ４枚、鶏ひき肉

450㌘、卵１個タマネギ大１個
ニンジン１／３本、ハクサイキム
チ25㌘、ニラ４本または小ネギ少
量、小麦粉小さじ３、Ａ（Ａ－Ｃ
ＯＯＰ塩こうじパウダー１袋12
㌘、こしょう少々）Ｂ(水300
ブイヨンキューブ２個、しょうゆ
小さじ１～２）、Ｃ（片栗粉・水
各大さじ１～２）
＜作り方＞
①タマネギとニンジンはみじん切り、ハクサイキムチ
とニラ（または小ネギ）は粗みじん切りにする。

②①と鶏ひき肉、卵、Ａをよくこねて３等分にする。
③キャベツ１枚の上に小麦粉小さじ１をふるう。②の
一つを高めのドーム型に丸め、キャベツの中央に置
く。

④同じ工程をさらに２回繰り返して上に重ね、最後に
キャベツをかぶせる。

⑤鍋に④、あらかじめ混ぜたＢを入れ、弱火で20分煮
込む。

⑥スープが１／３ぐらいの量になったら、混ぜたＣを
入れてとろみをつける。

⑦鍋の中で４等分または６等分に切ったら完成。
＜ひとことアドバイス＞
圧力鍋やホーロー鍋などの厚手鍋を使用します。春

キャベツは柔らかいのですが、普通のキャベツは電子
レンジで加熱してから使用してください。具が余った
ら、ラーメンの具材として食べてもおいしいです。

大根支部 渡辺
わ た な べ

敏子
と し こ

さん

結婚相談日

５月10日（水）

時間 午前９時～正午

事前に電話でご予約をお願いします。
４人限定ですのでお受けできない場合
があります。

ご予約・お問い合わせは組織教育課
☎－7714

税務相談日 ５月９日（火）
午前９時分～

法務相談日 ５月日（金）
午後１時分～

場所 本町支所
予約制ですので、事前にお電話にてご予約をお願い
します。受け付け順に相談時間が決まります。

ご予約は㈱協同コンサルトはだの

☎－

Ｊ Ａ は だ の 地域･情報 第号（） 年(令和５年)月日(水曜日)
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儰儰儰儰儰儰儰

の
高
齢
化
な
ど
課
題
は
あ
る

が
、
日
本
一
の
シ
ェ
ア
を
維

持
で
き
る
よ
う
、
摘
み
取
り

を
続
け
て
い
き
た
い
」
と
思

い
を
語
っ
た
。

っ
て
収
穫
し
て
い
た
。
「
摘

み
取
り
の
こ
つ
を
つ
か
む
ま

で
１
、
２
年
か
か
っ
た
」
と

話
す
。

今
後
に
つ
い
て
「
摘
み
手

イ
ミ
ン
グ
で
行
う
。
満
開
に

な
る
と
商
品
価
値
が
下
が
っ

て
し
ま
う
た
め
、
作
業
は
時

間
と
の
勝
負
だ
。
小
野
さ
ん

は
、

歳
の
頃
か
ら
摘
み
取

り
を
始
め
た
。
当
時
は
木
に

よ
じ
登
り
、
ひ
も
で
枝
を
縛

「
関
山
」
。

㍍
以
上
に
も

な
る
木
に
、
約
８
㍍
の
は
し

ご
を
か
け
て
登
り
、
枝
を
た

ぐ
り
寄
せ
な
が
ら
手
作
業
で

摘
み
取
っ
た
。

摘
み
取
り
は
、
木
全
体
の

花
が
八
分
咲
き
に
な
っ
た
タ

「
摘
み
手
」
の
農
家
の
一

人
、
千
村
の
小
野
孝
允
さ
ん

は
自
宅
前
や
近
隣
の
山
で


３
日
か
け
て
摘
み
取
り
作
業

に
励
ん
だ
。

収
穫
す
る
八
重
桜
は
、
濃

い
ピ
ン
ク
の
花
を
つ
け
る

一
つ
な
の
で
、
生
産
量
を
少

し
で
も
増
や
せ
る
よ
う
努
力

し
て
い
る
。
一
人
で
も
多
く

の
人
に
秦
野
の
桜
を
味
わ
っ

て
も
ら
え
れ
ば
」
と
笑
顔
を

見
せ
た
。

る
予
定
だ
。

同
部
の
加
藤
菊
恵
さ
ん
は

「
市
を
代
表
す
る
特
産
品
の

合
計
１
８
０
㌔
の
八
重
桜
を

漬
け
、
５
月
下
旬
か
ら
じ
ば

さ
ん
ず
な
ど
で
販
売
を
始
め

千
村
若
竹
会
加
工
部
が
、

５
日
か
ら

日
ま
で
加
工
所

で
「
丹
沢
の
さ
く
ら
漬
」
の

漬
け
込
み
作
業
に
励
ん
だ
。

消
費
者
か
ら
の
需
要
に
応
え

る
た
め
、
今
年
は
さ
ら
に
生

産
量
を
増
や
そ
う
と
、
同
部

の
メ
ン
バ
ー
は
花
の
摘
み
取

り
作
業
に
も
汗
を
流
し
た
。

同
部
は
、
花
が
開
き
き
る

前
の
数
日
間
で
１
年
分
の
量

を
漬
け
る
。
作
業
が
で
き
る

期
間
が
限
ら
れ
て
い
る
こ
と

や
、
桜
を
収
穫
す
る
農
家
の

高
齢
化
な
ど
に
よ
り
、
近
年

は
加
工
量
が
減
少
し
て
い
る

こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い

た
。そ

こ
で
同
部
は
昨
年
か

ら
、
農
家
か
ら
の
納
品
を
受

け
る
だ
け
で
な
く
、
八
重
桜

の
収
穫
に
も
乗
り
出
し
た
。

昨
年
は
３
本
の
木
か
ら
収

穫
。
今
年
は
さ
ら
に

本
ほ

ど
の
木
が
あ
る
畑
を
借
り
、

協
力
し
て
収
穫
に
励
ん
だ
。

ど
の
記
念
品
を
贈
る
。


日
に
は
、
宮
永
均
組
合

長
が
１
０
０
歳
以
上
の
組
合

員
宅
８
軒
を
訪
問
。
戸
川
の

久
保
寺
ア
サ
さ
ん(

１
０
２)

宅
で
は
、
バ
ラ
の
ア
レ
ン
ジ

メ
ン
ト
を
手
渡
し
「
こ
れ
か

ら
も
元
気
に
お
過
ご
し
く
だ

さ
い
」
と
声
を
か
け
た
。

久
保
寺
さ
ん
は
「
き
れ
い

な
花
で
お
祝
い
し
て
も
ら
え

て
う
れ
し
い
。
こ
れ
か
ら
も

好
き
な
こ
と
を
し
て
日
々
を

楽
し
み
な
が
ら
過
ご
し
て
い

き
た
い｣

と
笑
顔
で
話
し
た


（
７
面
に
関
連
記
事
）

組
ん
で
い
る
。

Ｊ
Ａ
や
地
域
社

会
の
発
展
に
長

年
に
わ
た
っ
て

貢
献
し
て
き
た

組
合
員
の
健
康

を
願
い
、
感
謝

の
気
持
ち
を
直

接
伝
え
て
い

る
。事

業
の
対
象

は
、
喜
寿
、
米

寿
、
白
寿
、
１
０
０
歳
以
上

の
組
合
員
と
組
合
員
家
族
。

支
所
長
や
役
員
が
組
合
員
宅

に
出
向
き
、
秦
野
産
の
花
な

Ｊ
Ａ
は
だ
の
は
、
長
寿
の

祝
い
年
を
迎
え
た
組
合
員
に

記
念
品
を
贈
る
「
い
き
い
き

ラ
イ
フ
支
援
事
業
」
に
取
り

４
月
上
旬
に
は
、
農
家
ら
が
花
の
摘
み
取
り
や
加
工
の

作
業
に
励
ん
だ
。
わ
ず
か
な
開
花
時
期
に
合
わ
せ
、
急

ピ
ッ
チ
で
作
業
を
進
め
た
。

秦
野
市
は
、
全
国
７
～
８
割
の
シ
ェ
ア
を
誇
る
食
用

八
重
桜
の
産
地
。
特
に
千
村
は
「
八
重
桜
の
里
」
と
知

ら
れ
、
２
５
０
０
本
ほ
ど
の
木
が
植
え
ら
れ
て
い
る
。

今年は家庭菜

園に挑戦しよう

と思っているん

だ。野菜苗はど

こで買おうかな…。

それならじば

さんずで調達し

てみたら？トマ

トやナスなどの

夏野菜の苗以外にも、ア

スパラガスやロマネスコ

などの珍しい野菜の苗も

販売しているわよ。

じばさんずは

野菜苗も売って

いるんだね。ど

の野菜を育てよ

うか選ぶのが楽しみだ

な。

同じ敷地内に

あるＪＡグリー

ンはだのでは、

野菜の肥料や栽

培で使う道具などを取り

そろえているわ。

野菜の育て方で分から

ないことがあったら、相

談もできるのよ。初めて

栽培するならぜひ行って

みてね。

それは心強い

ね。教えてくれ

てありがとう。

たくさん野菜を

収穫できるように、頑張

って育てるよ！

野
菜
苗
じ
ば
さ
ん
ず
で
調
達


多
田
幸
雄
さ
ん
は
、
平

塚
市
で
生
ま
れ
育
ち
、
結

婚
を
機
に

歳
で
西
大
竹

の
妻
の
実
家
に
移
り
住
ん

だ
。
定
年
後
も
続
け
て
い

る
運
送
の
仕
事
の
傍
ら
、

休
日
は
畑
で
作
業
し
、
先

祖
か
ら
受
け
継
い
だ
畑
を

守
り
続
け
て
い
る
。

約

㌃
の
畑
で
、
タ
マ

ネ
ギ
や
ジ
ャ
ガ
イ
モ
な
ど


品
目
以
上
を
栽
培
。
収

穫
し
た
野
菜
は
自
家
消
費

す
る
他
、
東
京
に
住
む
子

ど
も
や
孫
に
送
っ
て
い

る
。
「
孫
た
ち
が
『
野
菜

の
玉
手
箱
が
届
い
た
』
と

喜
ん
で
く
れ
る
の
が
一
番

の
や
り
が
い
」
と
笑
顔
を

見
せ
る
。

農
業
を
始
め
た
の
は


歳
を
過
ぎ
た
頃
で
、
義
父

に
教
わ
り
な
が
ら
土
日
に

作
業
を
手
伝
っ
て
い
た
。

畑
を
引
き
継
い
だ
現
在

は
、
近
所
の
農
家
か
ら
教

わ
っ
た
り
「
家
の
光
」
の

栽
培
に
関
す
る
記
事
を
見

た
り
し
な
が
ら
技
術
を
磨

く
。
仕
事
が
休
み
の
日
し

か
作
業
で
き
な
い
た
め
、

雨
が
降
る
と
作
業
が
１
週

間
延
び
て
し
ま
う
な
ど
、

思
う
よ
う
に
進
め
ら
れ
な

い
面
も
あ
る
が
、
妻
と
協

力
し
な
が
ら
畑
の
管
理
を

続
け
て
い
る
。

自
治
会
の
役
員
を
約


年
務
め
た
他
、
神
社
の
役

員
や
生
産
組
合
長
も
引
き

受
け
、
地
域
の
人
と
の
つ

な
が
り
を
大
切
に
し
て
い

る
。趣

味
は
、

年
以
上
続

け
て
い
る
メ
ダ
カ
の
飼
育

と
、
写
真
を
撮
る
こ
と
。

農
作
業
の
な
い
休
み
の
日

に
は
、
カ
メ
ラ
と
望
遠
レ

ン
ズ
を
持
っ
て
出
か
け
、

１
日
か
け
て
カ
ワ
セ
ミ
の

シ
ャ
ッ
タ
ー
チ
ャ
ン
ス
を

狙
う
こ
と
も
あ
る
。

今
後
に
つ
い
て
「
仕
事

も
畑
も
楽
し
み
な
が
ら
続

け
て
い
き
た
い
。
い
ず
れ

は
次
の
世
代
に
畑
を
引
き

継
げ
る
よ
う
に
、
し
っ
か

り
と
管
理
を
し
て
い
く
」

と
話
し
た
。

子
や
孫
に｢

野
菜
の
玉
手
箱｣西大竹の

多田
た だ

幸雄
ゆ き お

さん()

八重桜八重桜

長寿祝い花手渡す
組合員のいきいきライフ応援

花を摘んで漬け込み花を摘んで漬け込み花を摘んで漬け込み
千村で伝統守り続ける

加
工
部

収
穫
に
も
取
り
組
み
生
産
増

適
期
に

摘
み
取
り

シ
ェ
ア
日
本
一
を
維
持
へ

八重桜を摘み取る小野さん

桜の選別作業に励む加藤さん

宮
永
組
合
長
㊧
か
ら
花
を

受
け
取
る
久
保
寺
さ
ん

Ｊ Ａ は だ の第号 年(令和５年)月日(水曜日) （）(://-/)
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